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ところで、税務署では、現在、電子申告・電子納税（ e－Tax ）のお願いをしています。e
－Tax は当面の最重要課題として国税庁を挙げて、その利用の拡大に取り組んでいるところで
あります。インターネットの利用が大きく進んだ社会にあって、行政が今までと同じような紙

ベースのやり取りのままでよいのか、行政費用は企業にとって、まさしくコストであり、行政

処理の効率化は強く求められているところであります。e－Taxの利用拡大に向けて、法人会、
特に、青年部会の皆様には利用の推進役となって頂きますようお願い申し上げます。  

 
黒森歌舞伎や大寒能、寛永雛から古今雛あるいは杉沢比山と酒田・飽海には古くからの文化

が継承されています。皆様との交流を通して、当地への理解を深め仕事に活かせていけたらと

願っています。  
 

「春灯や奥には雛の納め蔵」 
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酒田税務署長 南 増 明  
 

社団法人酒田法人会青年部会の皆様には、多忙な

事業経営の傍ら、社会貢献運動や各種の研修活動

等、活発な法人活動を展開しておりますこと、心か

ら感謝申し上げます。  
「暑き日を海に入れたり最上川」芭蕉翁の「奥の

細道」ゆかりの酒田に勤務することとなり、広々と

した庄内平野の青田・稲田・刈田、海に向けて山裾

を広げた鳥海山、そして、季節、季節の空色を映す

日本海、このような恵まれた地、酒田・飽海は私に

とって感動の毎日であります。  

ごあいさつ 
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平成１８年６月１５日(木)  

東急プラザ 「ル・ポットフー」にて 

 

伊藤国税調査官、親会より滝井副会長を来賓

としてお招きし開催されました。全ての議事

が承認され、無事総会を終了することが出来

ました。総会終了後には、引き続き、卒業式、

新入会員の紹介が行われ、「ぽけっと」によ

るコンサートも開催され、盛会裡に終了する

ことが出来ました。 

第１３回  通常総会開催  
 

税税を考える週間 記念講演  
～ 湯川れい子さんを迎えての講演会 ～ 

平成１８年１１月１７日（金） ベルナール酒田にて 

税務委員会担当 

テーマ  
「もっと楽しく、もっと美しく」 

平成１８年７月１３日(木)  ベルナール酒田にて 
税務委員会担当  

山形地方裁判所酒田支部初となる女性の支部長

判事の武宮英子氏を講師にお迎えし「裁判員制

度」についてのセミナーを開催いたしました。 

裁裁判員制度セミナー 

県県連の報告 
（社）山形県法人会連合青年部会連絡協議会 平成１８年度連絡会議開催

平成１8年 6月 23日～24日 長井市 タスパークホテルにて 
出席者：  大井部会長、大谷副部会長、斎藤副部会長  
議題： 役員について  

      事業概況について 
      全国青年の集い“埼玉大会”について 
１９年度開催地 酒田  に決定 ～ メンバーのご協力をお願いします。 

梅田部会長挨拶           大井新部会長挨拶 
 

卒業生                      新入会員 
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～２１世紀維新「彩の国から夢をいだいて」～  
第２０回法人会全国青年の集い 埼玉大会  

記念講演 
櫻井よしこ氏 
演題「日本再生！２１世紀維新」  

第２３回法人会全国大会「山形大会」  

第１部 基調講演  慶應義塾大学商学部教授 跡田  直澄  氏  
演題  「わが国の財政事情とこれからの進路」  

第２部 円卓会議   コーディネーター 本塚 雄一郎 氏  
テーマ「法人会青年部会が日本を変える  
      ～企業活力あふれる国を目指して～」

平成 18年 10月 19日（木）～20日（金）  

平成１９年２月１９日（月） 

ホテルリッチ＆ガーデン酒田にて 

山形県立博物館館長 松浦 孝一 氏をお迎えし、

３０年におよぶ高校教育現場の体験からのお話

を頂きました。 

全国より１９００名の法人会会員を迎え、盛大に開催されました。 
酒田からは法人会・青年部会・女性部会合わせては３２名が参加しました。 

酒田法人会青年部参加メンバー

新新春講演会・新年会  

平成 18年 10月 5日（木） 山形市ビッグウィングにて

    新年会         でこぽん２の演奏 

事務局長交代 佐藤英昭さん(中)から犬貝 紘さん(右)へ 
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企画・編集 総務委員会 

・・・編集後記・・・  
発行が年度ぎりぎりになりましたことを申し訳なく思っておりま

す。また編集に際しご協力をいただいた皆様ありがとうございま

した。いつの間にか、広報紙の発行も総務部の仕事になってたん

ですね・・・。 
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青年部会員増強について  

青年部会では部会員増強を目標に掲げてお

ります。事業内容も魅力のある青年部会になる

ように充実を図っております。  
是非、皆様のご紹介をいただきたくお願い申

しあげます。  

法法人人会会活活動動 をを振振 りり返返 りり   

 まず入会してみなさんが法人会は、どんな団体かまたどんな活動をしているのか決まったやり方があるだろ

うかと、いろいろと思いを巡らしていると思います。組織形態から入ると酒田法人会青年部会は、酒田法人会

が親会となりその一部会に過ぎません。しかし、活動内容から言うと親会の活動を全面的に支援しているのが

実情でしょう、だから青年部会が頑張って活動しないと法人会は、魅力に乏しい団体になってしまうことにな

るのです。法人会は税務署の関係団体ですので、活動にはある程度制限があるかも知れません、紳士的に社会

と向き合い活動していかなければなりません。 
 入会した頃は、私も何もわからずひたすら先輩たちのやっていることを見てきました。そして最初にやった

仕事が広報でした。予算が無いので全部自分で作りました。まだ、ワードも慣れない頃に、ひたすらコメント・

原稿を打ち込んではやり直しを重ねて作って行きました。何度か作っていると法人会の全体像が分かってきた

様に思えます。活動内容はその年の部会長の考えたことがすぐ活動内容になることです。これは他の団体では

無い事です。だから部会長になったら思いっきり自分のやりたいことが出来ることが素晴しいと思いました。

私は武宮英子裁判長の講演会を企画し、酒田で初めての女性裁判長であり、裁判長が講演を引き受けてくれる

のも初めての試みでした。次は山形博物館館長松浦孝一先生の講演です。松浦先生は恩師ででもありますが、

長年の高校の先生でもあります、教育者としての立場で高校教育についてお話をしてもらいました。 
 法人会は、色々な事が出来るでしょう。世の中には色々な事が、お互い話をしないがために誤解を生んでい

ます。法人会で色々な素晴らしい人たちを迎えてお話してもらうのも良いと思います。 

                       社団法人 酒田法人会

                       青年部会会長 大井 勝喜

 
 私は、法人会青年部会会長として皆さんから承認を得たときは、まさか私がなる

とは思ってもいませんでした。ただ１年の任期という事でお引き受け次第です。今

振り返ってみて、ここ数年、酒田法人会の役員をして、大変勉強になったこと、少

し得したことを話したいと思います。 

■副部会長 井上義裕  
湯川れい子氏「心思要緻密 而不可瑣屑。」といった人でし

た。すばらしい経験をさせていただきました。  

■副部会長 大谷正樹  
県内法人会メンバー一致協力し、法人会全国大会山形大会

が成功裡に終了しましたことをたいへん嬉しく思います。

■会員拡大委員長 阿部広幸  
皆様のご協力を得て会員を増やすことが出来ました。来年

度も青年部会の内容を充実させ、魅力ある会にすることで

会員を増やしていきたいいと思います。  

■社会貢献委員長 斎藤修一  
湯川れい子氏を招いての「税を考える週間記念講演」。皆様

のお力添えにより、成功裡に終了できました。ありがとう

ございました。  
 

■会員交流委員長 梅田暢夫  
佐藤副委員長と共に楽しく委員会をさせて頂きありがとう

ございます。大井丸無事帰港まで、皆さんの心に残る委員

会を目指します。  

■税務委員長 仲條甚一  
１年間税務委員会、委員長をさせていただいた仲條です.あ
っという間の１年ではありましたけれど、裁判員制度のセ

ミナ－を担当させていただいて近い将来自分たちも裁判員

になる可能性があるのでその時にあわてないように気持ち

や知識も少しもっておかなければならないと思いました。

■総務委員長 庄司正史  
あっという間の一年。何も分からず広報発行の時期になっ

てしまいました。皆様ぎりぎりでのご協力ありがとうござ

いました .。 m(_ _)m 


